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宗
像
神
社
は
日
本
の
各
地
に
勧
請
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
宗
像
君
の

む
な
か
た
の
き
み

血

を
引
く
高
市
皇
子

た

け

ち

の

み

こ

が
勧
請
し
た
と
伝
え
ら

れ
る
宗
像
神
社
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
神
社
は
、
奈
良
県
桜
井
市
大
字
外
山

と

び

小
字
宮
の
谷
に
現
在
も
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

『
延
喜
式

え

ん

ぎ
し

き

』
神
名
帳
に

じ
ん
み
ょ
う
ち
ょ
う

も
大
和
国
城
上
郡

し
き
の
か
み

に
宗
像
神
社
三
座
が
鎮
座
す
る
こ
と
が
記 

              

      

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
高
市
皇
子
の
息
子
の
左
大

臣
長
屋
王
は

な
が
や
の
お
お
き
み

、
神
亀
六
（
七
二
九
）
年
二
月

に
起
こ
っ
た
長
屋
王
の
変
に
お
い
て
、
藤

原
氏
の
謀
略
に

ぼ
う
り
ゃ
く

よ
っ
て
謀
反

む

ほ

ん

の
罪
を
着
せ

ら
れ
、
自
害
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
た
だ

し
、
そ
の
子
孫
は
生
き
残
り
、
と
く
に
長
屋

王
の
曽
孫
で
、
高
階
真
人

た
か
し
な
の
ま
ひ
と

の
氏

う
じ

と
姓
を

か
ば
ね

賜

わ
っ
た
峯
緒
王
の

み
ね
お
の
お
お
き
み

子
孫
は
、
藤
原
摂
関
家

や
白
河
法
皇
を
は
じ
め
と
す
る
院
の
権
力

と
結
び
付
い
て
、
全
国
の
国
々
の
受
領

ず
り
ょ
う

（
国

こ
く

司し

）
に
任
命
さ
れ
る
中
級
の
貴
族
と
し
て

活
躍
し
、
学
者
、
歌
人
、
詩
人
を
輩
出
し
て

い
ま
す
。 

『
類
聚
三
代
格
』

る
い
じ
ゅ
う
さ
ん
だ
い
き
ゃ
く

と
い
う
平
安
時
代
の

法
律
書
が
掲
載
す
る
、
寛
平
五
（
八
九
三
）

年
十
月
二
十
九
日
の
文
書
に
は
、
高
階

忠
峯

た
だ
み
ね

が
大
和
の
宗
像
神
社
の
修
理
料
を
申

請
し
た
文
書
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
高
市

皇
子
が
宗
像
郡
金
埼
の
隷
属

れ
い
ぞ
く

民
十
六
人
や

毎
年
の
自
分
の
収
入
を
分
け
て
、
神
社
の

建
物
の
修
理
料
に
あ
て
て
い
た
と
あ
り
ま

す
。
ま
た
高
階
忠
峯
ら
は
、
天
武
天
皇
の
時

代
以
来
、
高
階
氏
の
氏
人

う
じ
び
と

が
神
宝
や
園
地

を
た
く
さ
ん
奉
納
し
て
お
り
、
高
階
氏
が

代
々
、
神
社
の
運
営
を
執
行
し
て
き
た
と

主
張
し
て
い
ま
す
。 

     

南
北
朝
時
代
に
宗
像
神
社
は
兵
火

へ

い

か

で
焼

失
し
、
後
に
興
福
寺
が
こ
の
地
に
外
山
庄

と
び
の
し
ょ
う

と
い
う
荘
園
を
経
営
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
春
日
明
神

か
す
が
み
ょ
う
じ
ん

と
若
宮
社
を
勧
請
し
て
、
宗

像
神
社
も
春
日
社
と
称
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
正
平
九
（
一
三
五
四
）
年
に
高
階

忠
正

た
だ
ま
さ

は
神
霊
を
自
邸
に
移
し
、
中
島
弁
財

な
か
じ
ま
べ
ん
ざ
い

天
て
ん

と
称
し
ま
す
。 

中
島
弁
財
天
は
そ
の
ま
ま
江
戸
時
代
末

ま
で
祀
ら
れ
続
け
、
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）

年
に
国
学
者
の
鈴
木
重
胤

し
げ
た
ね

が
こ
の
土
地
の

里
長

さ
と
お
さ

の
玉
井
某
の

な
に
が
し

庭
園
に
中
島
弁
財
天
が

祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
が
宗

像
三
女
神
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
衰
微
を

嘆
い
て
、
宗
像
神
社
の
再
興
に
尽
力
し
ま

し
た
。
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
に
筑
前
の

宗
像
神
社
よ
り
神
霊
を
迎
え
、
万
延
元
（
一

八
六
〇
）
年
に
社
殿
が
完
成
し
、
明
治
八

（
一
八
七
五
）
年
に
春
日
神
社
の
社
号
を

廃
し
て
宗
像
神
社
と
し
て
い
ま
す
。 

    

現
地
は
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
の
桜
井
駅
か
ら
東

の
方
に
徒
歩
約
二
十
分
の
場
所
で
、
現
在

の
社
殿
は
、
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年

四
月
二
十
六
日
に
氏
子
に
よ
り
造
営
さ

れ
、
竣
工
し
た
も
の
で
す
。
神
社
の
前
に
は

小
さ
な
公
園
が
あ
り
、
そ
こ
に
立
つ
昭
和

五
（
一
九
三
〇
）
年
一
月
に
建
立
さ
れ
た
石

碑
に
は
、
高
階
氏
の
子
孫
に
あ
た
る
三
人

の
玉
井
氏
の
方
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
宗
像
氏
と
高
市
皇
子
の
血
脈
に
連
な

る
人
び
と
が
、
一
三
〇
〇
年
の
時
を
越
え

て
、
宗
像
大
神
の
祭
祀
を
受
け
継
い
で
い

る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
宗
像
か
ら
は

る
か
遠
い
奈
良
県
の
地
で
も
、
古
代
豪
族

宗
像
氏
の
祭
祀
は
今
な
お
確
か
に
生
き
て

い
る
の
で
す
。 

               

（
原
始
・
古
代
部
会 

酒
井
芳
司
） 

高
市
皇
子
と
大
和
国
の
宗
像
神 

～
『
新
修
宗
像
市
史
』
原
始
・
古
代
部
会
か
ら
～  

高
市
皇
子
が
勧
請
し

か
ん
じ
ょ
う

た
宗
像
神
社 

大
和
国
宗
像
神
社
の
衰
微
と
復
興 
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